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形をみると、標高30 ～110m の平坦部が大きく占め、北西部には海抜235.8m の金山と、八王子丘
陵が走っている。また南には利根川、北には渡良瀬川が流れている。
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に人口約3.200 人、戸数631 戸の太田町が誕生した（図2 ）。太田の近代交通の整備についてみると、
東武鉄道が太田まで通じたのは1909  明治42 ）年であり、13 （大正2 ）年に桐生線が開通した（図3
）。この後、電化が図られ、浅草から太田の先の伊勢崎まで電化となったのは27  昭和2 ）年であ
る。一方、高崎線が走る埼玉県熊谷との連絡のためには、利根川での架橋が必要である。 1884 （明




図3　 東 武 鉄 道 敷 設 進 行 図





市計画的整理事業 を実施しようとの地元の取 り組 みが、1924  （大正13 ）年頃から始 まっ た。都 市
計画的耕地整理事業とは、地主が組合をつくって土地整理事業を進めることを基本とし、09 （明治42
）年成立の耕地整理組合法を準用して手続きや技術的手法を用い行うものだっ た。本格的に事業
が 開始されたのは、31  昭和6 ）年からであった。
さて計画的耕地整理事業について、当時の『上毛新聞』（1931 年3 月11 日夕刊）1）の記事によると、「太
田町の都市計画前提に大耕地整理組合を組織　 八瀬川、道路等の幅員拡張する……今回政府に於い
て、失業救済農山漁村の臨時対策低利資金の融資貸付を為 すを好機とし て大耕地整理組合 を組織し、
予算十五万 円を以って之が完成 を期する事に決定し、不 日認可の指令に接すると共に、直に工事に
着手する予 定なる……」 とある。
1929 年10 月24 日、 アメリ カ・ニューヨークのウ ォール街で株価が大暴落し、この頃の日本は
大恐慌となってい た。政府は大恐慌対策として「失業救済農山漁村経済更生計画」を実施し、臨時
対策低利資金の融資貸付を行っ た。この資金により、31年3 月、太田町は独自の都 市計画を樹立し、
都市計画的耕地整理事業が開始 されることになっ たのである。大耕地整理組合 を組織し、 道路・河
川の改修と新設事業に取 り組むことになった。










業 を行い、都市基盤の整備を図るものであったことが分かる（図4 ）。整理地区の面積は150 余町歩
で、太田町100 町歩、 新島・大島・藤阿久 の一 部などで約50 町歩であ り、組合員は約460 名であ
っ た。 1931 （昭和6 ）年の秋頃から着手され36 年3 月に完了したが、大 きく第1 期、第2 期、 第3
期 に分けて行われた。
経費につい てみると、総予算150,000 円で、その内訳は収入として農業事業 国庫補助金25.000 円、
太田町費30,000 円、大門通 り並木敷売却代金30,000 円、日本勧業銀行より借入金65.000 円、支出




1932 （昭和7 ）年1 月20 日に起工し、同年10 月までの期間であった。太田市街の北裏・入町・
八幡前の水田に街路を縦横に建設し、幹線として高山前を通る東西道路（通称北裏通り、4間幅）と、
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二
図4　 耕地整理事業でできた市街地の街路樹















120 本（うち幹線5 本）の道路が新設され、橋梁は20 ヶ所架設された。また、八瀬川の改修（直線化）
や桜並木の造成などが進み、都市化の基礎が出来、かなりの水田・桑畑が宅地に転換した。なお人

















現在の富士重工業の前身である中島飛行機の創設者・中島知久平は、1884 明治17 ）年1 月11 日、
農家である中島粂吉・いつの長男として、太田町近傍の利根川沿いにある尾島村（現太田市）押切
に生まれた。98年、尾島尋常高等小学校を卒業するが、家庭事情から太田中学校への進学を断念した。
その後、家業を継いだが軍人を目指すため、1902 明治35 ）年8 月15 日に上京を決行し、その翌
年12 月21 日には海軍機関学校に合格した。この在学中に飛行機に興味を持つようになった。 03年
にアメリカ合衆国のライト兄弟が、世界初の動力飛行機の飛行に成功したことを知ったことによる。1907




その後1911 年の7 月から翌年の6 月まで、海軍大学選科生として飛行機研究に専念した。この
間に日本初の飛行船を完成させ、日本で3 番目の飛行船操縦員となり初飛行を成功させた。これに









1916 年4 月から海軍技術本部会議員に就任し、10 月に再び渡欧を命じられた。この頃、中島は
民間航空機産業の必要性を考えていたが、当時、海軍や政府は「大艦巨砲主義」により飛行機を軍
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1917 年5 月、尾 島町前小屋の岡田権平宅の養蚕小屋 を借り、「飛行機研 究所」の看板 を掲げ、6
名の仲間と共に始めることになった。同年6 月1 日には予備役編入 となり、 同年12 月10 日には太
田町の大光院にあった博物館用建物 を借り、研 究所を移した。この建物 は、 東武鉄道が太田町に寄
贈し、博物館にする予定であったが、中島は、太田町長・武川六太郎に建物借用の申し入 れをした。
この際、武川は、寄贈者である東武鉄道社長・根津嘉一郎の元を訪 れ相談したところ、根津は「ど
うせ潰 れるだろうから、家賃3 円を貰って貸しておけばよい だろう」と答えたとい う5)。
1918  （大正7 ）年4 月1 日、名称を「中島飛行機製作所」と改称した。しかし、その1 ヵ月後の5 月、
神戸 の豪商・川西清兵衛の出資を得て「合資会社日本飛行機製作所」を設立し、「中島飛行機製作所」
の看板を下ろした。
1918 年7 月、 日本初の民 間飛行機「中島1 型1 号機」が完成して試験飛行 をした。だが、墜落・
大破し、その後もなかなか飛ばなかった。しかし翌19 年2 月、「中島4 型6 号機」 が完成し飛行 に
成功する と、早速陸軍から偵察機兼練習機として20 機の注文が きたのである。同年4 月には、利
根川河川敷に建設した尾島飛行場の開場式が盛大に行 われた。太田 にある工場 から尾島飛行場まで
は8km あったが、飛行機は解体して荷車に乗 せて人力で運搬した。
2。2　中島飛行機のその後の展開
1919 （大正8 ）年12 月、経営方針の違いから川西と手を切り再び「中島飛行機製作所」となった。
この後、陸軍からの注文は続き、また海軍からも注文があり、中島飛行機製作所は大いに発展した。
後、31 昭和6 ）年12 月には「中島飛行機株式会社」と改称した。





が、その敷地面積75 万ha 、従業員約2 万4 千人に発展した。そして旧工場等も合わせ、太田製作
所となった。




年6 月である。また、太田病院が太田製作所内に39 年から41 年にかけて建造された。






































このような地元の要求の下、都市計画群馬地方委員会は1938 年11 月15 日、都市計画区域の拡
大を決定し、同年12 月8 日、新たに休泊村、小泉、大川村が編入された。さらに1939 年3 月には





太田町を中心とする大都市計画となったのだが、1939 年6 月、幹線道路として62 路線が内務省
により指定された。さらに、1940 年3 月13 日付で金山、天神山、小泉城趾跡など、金山丘陵や寺
社の他、古墳や城跡、館跡など6 ヶ所が風致地区に指定された。そして同日付で「太田都市計画新
興工業都市建設土地区画整理」が、内務省により告示され、さらなる軍需都市を目指して新興工業














































川の旧1 町3 ヵ村にわたった。総面積は約517 万7.000 坪（約1.708 万m2 ）で、工費は514 万8,000
円であった。工期は40 年から44 年までの5 ヵ年継続事業であった。その着工に先立ち、1 町3 ケ
村は合併した。
都市計画街路事業
1940 年7 月、「太田都市計画街路事業」が開始された。対象街路は表1 にみる6 路線であった。街
路延長は2 万3,402m   （23.4km ）であるが、これを道路幅員別に整理したのが、表2 である。施行
期間は、40 年度から45 年度までの6 ヵ年であった。
この6 路線の経費については表3 にみるとおり、総事業費245 万4.000 円であるが、財源の約7



















これらの理由により、1940 （昭和15 ）年1 月16 日、第2 次太田町が成立した。人口4 万187 人、7.613
世帯となり、県下最大の町の誕生となった。この合併は、新興工業都市太田の基盤形成に貢
表1　 太田都市計画街路事業

















（出 典 ：『太 田 市 史　 資 料 編 近 現 代 』
太田市、1987 年、より作成）
(1) 総事業費 ? 円) ?2)財源総額 ? 円)
工　　 事　　 費?,220,615 ?県　　　 負　　　 担?70,000
事　　 務　　 費?18,385 ?中 島 飛 行 機 寄 付 金?,800,000
事 務 所 建 設 費?5,000 ?地 元 町 村 寄 付 金?4,000
































































































































開発を目指すことになった。そして58 年3 月3 日、日本初の本格的な軽乗用車「スバル360」が
発表されたのである。

























































図8 （a）太田市の製造業の事業所数と従業員数の推移 図8 （b）太田市の製造業の事業所数と従業員数の推移
注1　 すべ ての 事業 所 を集 計。
（出典 ：『太田市 統 計書』、『太 田市 勢 要覧』、『統 計お お た』
より作 成）
注1　 従業 員4 人以 上 の事 業所 を集 計。
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従業 員4 人以 上 の事業 所 を集計
数字 は各 年 度総 出荷 額に対 する 百分 率 （％） であ る。
機械 は一 般機 械 ・電気 機械 ・精 密機 械 を合算 し た。
その 他 には皮 革 ・窯業 を含 む。
図9　 太 田 市 の工 業 出 荷 額 に 占 め る 主 な 業 種 別 割 合





1948 年には市政施行となり、人口5 万1,000 人の太田市が誕生した。その後、町村合併促進法に
基づき57 年には休泊村・強戸村が、さらに56 年からの新市町村建設促進法により、60 年には矢
場川村のうち本矢場と植木野の2 大字が、63 年には宝泉村そして毛里田村が編入合併となり、新
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図10　 首 都 圏 整 備 計 画







②　人口規模は、居住人口21 万人、区域外人口4 万人の計25 万人とする（目標年次1975 年）。


































図11　 首 都 圏 年 開発 区 域 「太 田 館 林 地 区 」
（出 典：『太田 市新 総合 建設 計画』 太田 市、1977 年 ）




誘致企業の第1 号は「太田市工業設置推奨条例」施行前の1959 年3 月の先崎加工（株）であった。
それ以降、1988 年までの誘致企業は表4 に示す。






年から「第4 次太田市総合建設計画」、1997 年から「第5 次太田市総合建設計画」、2007 年
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一戦前の都市計画事業を出発点としてー
表4　 誘致企業一覧　 （1989 年現在）
番号 ? 名称 ? 操業年月 ? 所在地 ? 主な製品
1 ?矢崎加工㈱ ?959 年7 月 ?西 矢 島 ?プラスチック製品
2 ?しげる工業㈱ ?960 年9 月 ?由　　　良 ?自動車部品
3 ?フランスペット㈱ ?961 年4 月 ?内　ヶ　島 ?ベッド
4 ?㈱藤平染工 ?961 年9 月 ?高　　 林 ?毛糸染色
5 ?群馬日本電気㈱ ?962 年5 月 ?西 矢 島 ?パソコン製品
6 ?第一製造㈱ ?962 年7 月 ?新 道 町 ?自動車部品用鍛工品
7 ?旧中メリヤス工業㈱ ?963 年8 月 ?市　　 場 ?ニット
8 ?㈱川上鉄工所 ?964 年1 月 ?植 木 野 ?ビニールレザー加工機械
9 ?ミシュランオカモトタイヤ㈱ ?964 年4 月 ?植 木 野 ?自動車タイヤ
10 ?山陽電機㈱ ?966 年3 月 ?高　　 林 ?電機溶接機
11 ?㈱柳田鉄工所 ?966 年6 月 ?矢　　 場 ?プレス金型
12 ?金井車輪工場㈱ ?966 年9 月 ?矢　　 場 ?自動車用車輪製造
13 ?盟和産業㈱ ?967 年2 月 ?矢　　 場 ?自動車内装部品
14 ?㈱油田硝子工業所 ?969 年3 月 ?別　　 所 ?ガラス切断、研磨
15 ?和泉鋼業㈱ ?969 年4 月 ?内　ヶ　島 ?鉄鋼箔、板加工
16 ?日本発業㈱ ?969 年7 月 ?高　　 林 ?自動車部品
17 ?㈱城南製作所 ?970 年4 月 ?矢　　 場 ?自動車部品
18 ?㈱玉川繊維工業所 ?972 年8 月 ?矢　　 場 ?プレスフェルト製品
19 ?ィフ同潤㈱ ?972年12 月 ?小舞 木町 ?ニット
20 ?東芝シリコーン㈱ ?974 年4 月 ?西 新 町 ?シリコーンゴム・ワニス・オイル
21 ?㈱新潟鉄工所 ?977 年1 月 ?西 新 町 ?産業用ディーゼルエンジン
22 ?㈱明電舎 ?977 年4 月 ?西 新 町 ?発電機、発動機他
23 ?㈲関信電機製作所 ?978 年4 月 ?西 新 町 ?誘導電動機、モーター組立
24 ?三和シャッター工業㈱ ?979年10 月 ?東 新 町 ?スチールドア
25 ?㈲初谷鉄工所 ?979年11 月 ?東 新 町 ?コンベヤ部品
26 ?㈱東西工業 ?979年11 月 ?東 新 町 ?冷凍機
27 ?㈱加藤製作所 ?980年11 月 ?東 新 町 ?パワーシャベル・クレーン
28 ?日産ディーゼル工業㈱ ?981 年4 月 ?東 新 町 ?トラックエンジン、ミッション
29 ?㈱赤坂工機 ?981 年5 月 ?市　　 場 ?プレス金型
30 ?㈲木村工業所 ?981 年6 月 ?東 新 町 ?金型
31 ?太陽アルタイトエ業㈱ ?981 年9 月 ?東 新 町 ?家庭用厨房用品
32 ?㈲山田鉄工所 ?982 年8 月 ?東 新 町 ?プレス金型
33 ?㈱大川工業所 ?983年11 月 ?西 新 町 ?ディーゼル部品
34 ?田中ガラス㈱ ?983年11 月 ?西 新 町 ?自動車用窓枠ガラス
35 ?第一化研㈱ ?984 年6 月 ?植 木 野 ?成形品
36 ?㈱大出工業所 ?984 年7 月 ?東 新 町 ?建設機械、フレーム
37 ?岩上鋼材㈱ ?984年11 月 ?東 新 町 ?厚鋼板熔断
38 ?㈲ニコー ?985 年8 月 ?市　　 場 ?印刷機械部品
39 ?㈲久保田精工 ?985年11 月 ?東 新 町 ?プレス金型
40 ?埼玉電機㈱ ?986 年3 月 ?安 良 岡 ?電気器具部品
41 ?ウルチック㈱ ?986 年4 月 ?市　　 場 ?コンパクトディスク
42 ?矢萩工業㈱ ?986年12 月 ?西 新 町 ?モーター、電子サイレン
43 ?金属溶材㈱ ?988 年8 月 ?西 新 町 ?溶接棒
44 ?㈱石井機械製作所 ?988年10 月 ?東 新 町 ?印刷機械
45 ?㈱深井製作所 ?988年12 月 ?東 新 町 ?農業・産業機械部品
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1963 （昭和38 ）年に策定された『新市建設基本計画』によると、都市計画街路は、24 路線で総




















1996 年に策定された『第5 次太田市総合計画』によると、都市計画街路は48 路線であった。幹
線道路の整備として、東毛幹線を主要幹線道路として整備を進めることになっていた。県道整備事
業と幹線市道整備事業においては、中心市街地への通過交通の分散排除、地域間交通の強化、市内























事業の総予算は57 万2,226 円であり、その内22 万1.726 円は1937 年度分、残りが38 年度分の2
ヵ年継続事業であった。収入は、町債41 万円、中島飛行機からの寄付金11 万円、町費繰入金4
万9.076 円、雑収入3.150 円の計57 万2,226 円であった。つまり約2 割が中島飛行機からの寄付で




戦後になると、1957 年4 月の強戸・休泊2 ヵ村の合併に伴い、同年12 月から第1 次拡張計画が
実施された。 62年に事業が完成し、給水人口が5 万人となった。この事業の間、60 年に矢場川村、63
年に宝泉村・毛里田村と合併し、需要がさらに増大した。そのため、64 年1 月から第2 次拡張
計画が実施され、70 年に完成して給水人口が12 万人となった。
その後、1970 年6 月から72 年まで第3 次拡張計画が実施された。また、72 年4 月から76 年3
月まで第4 次拡張計画が実施され、水源地を利根川左岸・尾島町区域に求めた。 79年4 月から81
年3 月まで、第4 次拡張計画の第1 次変更事業が実施された。この事業により、工業用水道を転換














いと考えられる。一方、1970 年に市北部を通る北関東自動車道が計画されていたが、2008 年3 月






















1991 年12 月3 日、「 第29 回 国 土 開 発 幹
線自動車 道建設審議会」 が開催さ れ、群馬
県伊 勢崎 から太田間が「基本計画路線」 に
決定 された。
1994 年9 月、群 馬県知事 により「幹線側
















もう1 つは、太田パーキングエリア設置計画である。太田市は99 年3 月24 日「（仮称）太田PA
地域拠点整備事業基本計画」を策定し、パーキングエリア計画の基本とした。
















番号 ? 地 区 名 ?施行者 ?面積(ha) ?
都 市計画
決定 一変更 ?







八　　 幡　　 前 ?
個人→
共 同 ?3.1 ? ?942
年5 月25日 ?942 ～51年
? ?太 田 町 （ 市 ）?町(市) ?04.0 ?940 年3 月13 日 ?942年11月16日 ?942~50 年
? ?尾　　　　　　 島 ? 町 ?8.3 ? ?943 年7 月5 日 ?943~46 年





矢 場 川 工 業 団 地 ?群馬県 ?.4 ? ?964年3 月25日 ?962 ～63年 ?工業団 地




? ?石　　　　　　　 原 ?群馬県 ?.0 ? ?965 年2 月9 日 ?964 ～65年 ?住宅団 地
? ?矢　場　川　第　二 ?群馬県 ?0.4 ? ?965年5 月18日 ?965 年 ?工業団 地
? ?太 田 工 業 団 地 ?群馬県 ?8.3 ? ?967年1 月5 日 ?966 ～67年 ?
工業団 地(56.3ha)
?0 ?高　 林　 向　 野 ? 組 合 ?7.1 ? ?968 年5 月8 日 ?968~72 年
?1 ?浜　町　・　新　井 ? 市 ?8.5 ?969 年4 月28  日 ?970年10月15日 ?970~81 年
?2 ?太　 田　 西　 部 ?群馬県 ?16.1 ? ?971年6 月16日 ?971 ～73年
?3 ?新田 西部 工 業団 地 ?群馬県 ?1.5 ? ?973年1 月30日 ?972 ～73年 ?工業団 地
4 宝　　　　　　　 泉 ?群馬県 ?9.1 ? ?973年7 月16日 ?973 ～75年 ?住宅団 地
?5 ?太　 田　 東　 部 ?群馬県 ?19.6 ? ?974 年3 月8 日 ?973~76 年 ?工業団 地
?6 ?新 田 西部 住 宅 団地 ?群馬県 ?4.3 ? ?975年11月18日 ?975~78 年 ?住宅団 地
?7 ?西　　　　　　 藤 ? 市 ?2.9 ?974年9 月10日 ?975年11月21日 ?975 ～90年
?8 ?竜　　　　　　　 内 ? 組 合 ?1.6 ?981年8 月11日 ?981年12月23日 ?981 ～2000年
?9 ?尾 島 工 業 団 地 ?群馬県 ?6.2 ?987年5 月1 日 ?985年3 月22日 ?984~1987 年 ?工業団 地
?0 ?今　　　　　　　 井 ? 組 合 ?8.0 ? ?987年11月13日 ?987~96 年
?1 ?市　 場　 前　 原 ? 組 合 ?.2 ? ?999 年3 月24 日 ?998 ～2004年





東　　　 矢　　　島 ? 市 ?9.9 ?989年1 月11日 ?990年8 月13日 ?990 ～2006年 ?延 伸予定
?4 ?宝　 泉　 南　 部 ? 市 ?9.2 ?991 年2 月28 日 ?991年10月3 日 ?991~2011 年
?5 ?太　田　駅　周　辺 ? 市 ?1.0 ?994
年1 月11 日1996
年14 月39 日 ?996
年7 月25日 ?996 ～2010年
?6 ?尾　 島　 東　 部 ? 組 合 ?5.9 ?999年8 月24日 ?000 年1 月21 日 ?999 ～2016年
?7 ?東　別　所　南　部 ? 組 合 ?4.6 ?006年2 月8 日 ?007年2 月2 日 ?006~15 年




飛　 行　 場　 跡 ?
一部事務 ?4.0 ?961 年3 月25 日 ? ?
??g合 ?132.9) ?986年11月9 日
0 鳥　　　　　　 山 ? 組 合 ?5.9 ?992年4 月10日 ? ?
?ｬ計2地区 ??09.9 ?198.8)
合 計30 地 区 ??1.626.8?1,715.7)
注1　 面 積 は太田 市 分で、O 内は 全体 の面積 を表し てい る。
注2　2012 年4 月で も同 様であ る。
（出 典：『太 田都 市計 画マ ス タープ ラン 』太 田市、2008 年、 より作 成）




度には工業団地用地取得助成金（1m2 あたり3,000円、1社あたり最高額1 億5 千万円）が準備され、
太田市は企業立地に努めた。なお最も新しい工業団地として、北関東自動車道のすぐ近くに位置す
る「さくら工業団地」が、太田市土地開発公社により2011 年度から売り出しが始められた。
表6　 工業団地一覧（2012 年4 月1 日現在）
番号? 団　 地　名 ?造成年度 ? 面積(ha) ? 施行者 ?立地企業数
④ ?西 矢 島 工 業 団 地?961 ?3.4 ?太　田　市?
⑦ ?矢
場川 第 一工 業 団地?963～64 ?.4 ?
群 馬 県?
?譓齔?謫?H業団地 ?964～65 ?0.4
③ ?植 木 野 工 業 団 地?963～64 ?.3 ?太　田　市?
④ ?新 野 工 業 団 地?964～65 ?.8 ?太　田　市?
⑤ ?矢 場 工 業 団 地?964～65 ?.8 ?群 馬 県?1
面 ?太 田 工 業 団 地?966～67 ?6.3 ?太　田　市?
雨 ?別 所 工 業 団 地?968 ?.7 ?群 馬 県?
⑥ ?太 田 西 部 工 業 団 地?971～72 ?3.3 ?群 馬 県?9
⑨ ?新 田 西 部 工 業 団 地?972～73 ?1.8 ?群 馬 県?
○ ?太 田 東 部 工 業 団 地?974～76 ?5.7 ?群 馬 県?
(D ?新田中部地区工業団地?981 ?5.0 ?群 馬 県?9
○ ?尾 島 工 業 団 地?984～87 ?6.2 ?群 馬 県?
暗 ?新 田 北 部 工 業 団 地?985 ?4.7 ?群 馬 県?4
印 ?市 野 倉地 区工 業 団 地?981 ?3.0 ?群 馬 県?
印 ?藪 塚 工 業 団 地?986 ?.3 ?群 馬 県?
(a〉?境 北 部 工 業 団 地?986～87 ?.6(37.0) ?群 馬 県?
n ?東 金 井 工 業 団 地?986～87 ?0.8 ?群 馬 県?3
⑩ ?太 田 大 泉 工 業 団 地?986～87 ?6.1(39.7) ?群 馬 県?
(j ?太 田 流 通 団 地?988～89 ?1.2 ?群 馬 県?4
○ ?新田北部第二工業団地?988～89 ?6.2 ?群 馬 県?
○ ?新田西部第二工業団地?989～90 ?.5 ?群 馬 県?
(n ?尾 島 第 二 工 業 団 地?991～93 ?5.0 ?群 馬 県?
の ?太 田リ サ ー チ パ ー ク?992～99 ?0.0 ?群 馬 県?
(9 ?新 田 東 部 工 業 団 地?996～97 ?1.5 ?群 馬 県?3
○ ?太田沖野上田島工業団地?995～96 ?5.2 ?群 馬 県?
j ?太 田さくら 工 業 団 地?009～10 ?1.2 ?太　田　市?
合　　計 ??49.4(797.4) ?278
注1　 面積 は太 田市 分で、（　 ） 内は工 業 団地全 体 の面積 を 表し てい る。
注2　 番号2  ・ 6 ・ 9 ・ 12 は、 土地 区画 整理 事業 に より造 成し た もの。
注3　 番号16 の37.0ha に は、 伊 勢崎市 分34.4ha が 含 まれ る。
注4　 番号18 の39.7ha に は、 大 泉町 分13.6ha が含 まれる。











































経済情勢の基調の変化を背景に策定された。西暦2000 年を展望し、計画年度は1986  昭和61 ）年



















































































































1 ）『太田市史 史料編 近現代J P.158、太田市、1987 年
2 』『太田市史 史料編 近現代J P.159、前出
3 』『太田市史 史料編 近現代J P.160、前出
4 』『太田市史 通史編 近現代J P.398、太田市、1994 年、
なお茂木 晃 『太田地域の道とひと一道路誌と人物誌ものがたり－JP.287 （東京広告2008 年）では、「明治45
年7 月3 日から大正元年12 月15 日まで約1 年半」となっている。




6 ）内山 充 『語り継ぐもの 新聞記者が見た群馬百年史JP.30 、上毛新聞社、2000 年
7 』同上
8 ）『太田市史 史料編 近現代J P.160、前出
9 』『太田市史 史料編 近現代J P.160、前出
10』『太田市史 史料編 近現代J pp. 167 ～168 、前出
11』『太田市史 史料編 近現代J pp.169 ～170 、前出
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http://www.city.Ota.gunma.jp/005gyosei/0100-001tosi-plan/2008-0325-2243-184.html、2009 年8 月1 日参照
・太田市（2008）、『統計・広報　太田市の人口（太田市の人口、人口の推移）J
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